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研究成果の概要（和文）：知的財産教育に関する学習者の内的状態を把握するために中学生を対象にした意識調
査を実施し，知的財産に対する知識や意識の関連について分析を行った。その結果を踏まえ，他者と協働しなが
ら問題解決に取り組む学習を重点的に行う学習モデルの提案を行った。平行して実施した学習教材の開発では，
身近な知的財産である文房具や日用品が開発される過程で生まれたアイディアに共感し，敬意を払いながら利用
するとともに，新たな改良点を見つけ，価値を創造する態度を養う要素を盛り込んだ。
また，開発した教材を用いた教育実践の効果を検証するために，ルーブリックの作成を行った。

研究成果の概要（英文）：It was conducted a survey in order to understand the interest of the learner
 on intellectual property education. And, it was analyzed for the relevant knowledge and awareness 
of intellectual property. Based on the results, we proposed a learning model for learning to work on
 problem solving in collaboration with others. In the development of learning materials, sympathetic
 to ideas that are familiar intellectual property stationery and daily necessities were born in the 
process of being developed, along with the use while paying homage, the find new improvements, to 
create value attitude Incorporating elements to feed.
Then, in order to verify the effect of the educational practice of using the developed teaching 
materials, it was carried out to create a rubric.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　知識基盤社会を生きる児童・生徒にとって，新しい技術や価値を自ら創出しようとするイノベーションマイン
ドを身につける学習は不可欠である。そのためには知的財産を身近なものとしてとらえ，関係する制度を正確に
理解し，これらを適切に扱うための知識についての教育が必要である。平成29年・30年改訂の学習指導要領では
中学校技術・家庭科をはじめ多くの教科・領域で知的財産について学習する機会が設けられた。
　そうした中で，効果的な学習指導を行うために児童・生徒の興味・関心等について理解し，学習方法を検討す
る必要がある。本研究では，学習者理解を通した学習モデルの提案を試み，教材開発や教育実践を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
知識基盤社会で生きていく児童・生徒にとって，知的財産に関する知識は自身の人生を左右し

かねない事項であるにも関わらず，現在の学校教育で取り扱われている知的財産の内容は，限ら
れた教科で僅かに触れられる程度であった。我が国においては，知的財産政策ビジョンや毎年策
定される知的財産推進計画に代表される知的財産をベースにした政策が数多く打ち出され，産
業の国際競争力の強化やコンテンツビジネスなどの新産業をはじめとするイノベーション創出
について，知的財産がその核になるものとして社会的な期待が年々増大している状況であった。
また，児童・生徒本人にとってもディジタル化された著作物の取扱いなど，日常生活の中で知的
財産に関わっていく機会が増えており，今後ますます知的財産に適切に接するための知識と正
確な理解が求められ，可能な限り初期の段階から学校教育を通じて育成していくことが必要で
あると考えられた。 
これまでの我が国の知的財産教育に関しては，文化庁や特許庁などによる啓発活動が中心で，

学校教育における学習指導の在り方についての議論自体が少ない。過去にも教員研修や教員養
成の観点から知的財産教育について指導法や教材などを開発することを試みる実践研究が行わ
れ，専門教育の場でも知的財産に関する指導が試みられているが，児童・生徒などの学習者を取
り巻く生活環境の中で必要とされる知的財産の知識について，体系的に学習をする機会は乏し
い。 
このような状況を踏まえ，将来的に知的財産を活用したイノベーションを期待するためには，

広く国民が知的財産を身近なものとしてとらえ，関係する制度を正確に理解し，これらを適切に
扱うための知識についての教育が必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，学校教育の中で学習者が知的財産に関する系統的な学習を効果的に行うために，教
科教育（技術・家庭科，情報科）の学習場面における知的財産教育の学習指導法について総合的
に検討を試みた。その目的は学習者の知識基盤社会に参画する態度の育成を目指し，新しい技術
や価値を自ら創出しようとするイノベーションマインドを効果的に習得する学習指導の検討を
行うためである。その目的を達成するために，ものづくり学習に関する学習者の学びのニーズに
ついて把握し，学習者理解の手掛かりを掴み，それを教育実践や評価に活かす試みを行った。 
 また，知的財産教育に関する指導法の研究では，知的財産に関する意識や興味・関心について
客観的に把握した上で，学習モデルの構築を試みた。学習教材やカリキュラムの検討では，中学
校技術・家庭科や高校情報科など，知的財産について学習する教科における内容の連続性に配慮
し，効果的な学習が行えるように配慮した。また，知的財産の制度に関する知識のみを学習する
だけでなく，知識基盤社会を構成する一員として，身の回りの知的財産へ興味・関心をもち，敬
意を払いつつ適切に利用する意識の向上を目指し，体験的な学習を進めるためにワークショッ
プ形式の学習教材の開発を行った。 
授業実践でも同様に，学習者の内的状態を十分に配慮し，発達段階に即した学習指導法の検討

を試みた。また，教材研究や指導法の検討など準備面だけでなく評価についても検討を試み，ル
ーブリックを適用した評価方法の検討を行い，実効性を明らかにした。授業実践の場面設定では，
工夫し創造する態度の育成を重視して世の中での知的財産の取り扱いについて学習する教材を
用いて，知識基盤社会の中で知的財産を適切に利用することに焦点を当てた授業を実施するこ
とができるように配慮した。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，学習者の知的財産に関する知識や技能，意識などで構成される学習者の内的状態
を十分に理解した上で教材開発，授業実践および学習評価を行うために 3ヵ年に分け，「知的財
産に関する学習者の意識調査と教材開発」（1 年目），「価値の創造と受容を通して学ぶ知的財産
教育の学習モデルの検討と教材開発」（2 年目），「創造と受容を総合的に学ぶ知的財産教育の教
育実践と評価」（3年目）について年度を追って段階的に取り組んだ。 
また，評価方法に関しては，1年目で得られた研究成果をもとに，教材開発および教育実践と

同時進行でルーブリックの検討を試みた。 
 
４．研究成果 
知的財産教育に関する学習者の内的状態を把握するために中学生を対象にした意識調査を実

施し，知的財産に対する知識や意識の関連について分析を行った。その結果を踏まえ，他者と協
働しながら問題解決に取り組む学習を重点的に行う学習モデルの提案を行った。学習モデルは，
身近なものから価値を「発見」するとともに，役に立つものを「創出」することで学習意欲を高
め，多くの人と価値を「共有」し，敬意をもって「受容」することで知的基盤社会の発展のため
に価値を「評価」する要素を盛り込んだ。図１に価値を創造する学習モデルを示す。 
平行して実施した学習教材の開発では，中学校技術・家庭科だけでなく小学校の総合的な学習

から高等学校情報科までの幅広い学習機会を想定し，身近な知的財産である文房具や日用品が
開発される過程で生まれたアイディアに共感し，敬意を払いながら利用するとともに，新たな改
良点を見つけ，価値を創造する態度を養うことができるように工夫した。教材例を図 2に，教育
実践の様子を図 3に示す。 



また，開発した教材を用いた教
育実践の効果を検証するために，
ルーブリックの作成を試みた。特
に，身近な知的財産についての気
づきや工夫を適切に評価し，価値
を受容する態度や問題解決をする
ための思考力を評価するための指
標作成に重点的に取り組んだ。ル
ーブリックを表１に示す。 
また，分担者を含む共同研究者

が参加する研究会において得られ
た知見を話題提供し，ディスカッ
ションの材料にするとともに，学
習カリキュラムの検討などを協働
して取り組んだ。 
本研究で得られた知見のうち，

学習カリキュラムや学習モデルの検討は，文部科学省研究開発校に指定された山口大学教育学
部附属山口小学校の教育実践研究にも活かされている。 
 

   
 

図 2 教材例           図 3  教育実践の例 
 

 

表 1 価値を創造する学習のルーブリック 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 価値を創造する学習モデル 
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